














































































































































































































































































































































子著作集 資料編（二）』 p. 93。）
〈秋色女〉
「秋色女 本會講師 學習院女學部長 下田歌子」『なでしこ』第７巻第３号、大日本女





























































































































13 長尾一平編輯『山本芳翠』、1940年 p. 178-182。
14 木下直之『美術という見世物』（1993年、平凡社）、図録『よみがえる明治絵画 修復された矢田一
嘯「蒙古襲来絵図」』（2005年、福岡県立美術館）
15 前掲、京谷啓徳「明治36年の活人画」「山本芳と活人画」
16 同上。
17 田澤田軒「芳翠先生追憶座談會記」、前掲『山本芳翠』、p. 11。
18 「私くしの日記に」、前掲『山本芳翠』、p. 182。
19 白瀧幾之助「生巧館畫塾と山本芳翠先生」『みづゑ』1925年９月。
20 前掲『山本芳翠』、p. 178-182。先に引用した坂寄美都子の回想では「新橋の横の方」となってい
る。
21 前掲『山本芳翠』、p. 178-182。
22 和田三造「山本芳翠先生を憶ふ」、前掲『山本芳翠』、p. 19-20。
23 前掲、白瀧幾之助「洋式舞台の最初」、p. 68。
24 同上、p. 68。
25 同上、p. 68。
26 佐々浪子「癸卯園遊会の活人画」『女學世界』、1903年６月５日、p. 166-170。
27 同上、p. 169。
28 同上、p. 169。
29 同上、p. 170。
30 前掲『山本芳翠』、p. 178-182。
31 同上、p. 178-182。
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